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№
７
（
一
九
七
八
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
４
１
（
一
九
七
八
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

）

№
７
（
一
九
七
八
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号

新
年
に
あ
た
っ
て

七
八
春
闘
へ
の
基
本
視
点

「
代
議
員
権
」
問
題
で
真
剣
な
討
論

―
多
く
の
課
題
を
残
し
た
社
会
党
続
開
大
会
―

社
会
党
続
開
大
会
の
残
し
た
も
の

◇
資
料
◇
電
通
労
組
の
社
会
党
続
開
大
会
へ
の
見
解

社
会
党
第
四
一
回
続
開
大
会
と

今
後
の
対
処
方
針
（
案
）

◇
投
稿
◇
社
会
党
続
開
大
会
を
傍
聴
し
て

旬
刊
『
社
会
通
信
』
取
扱
い
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

№
８
（
一
九
七
八
年
一
月
二
一
日
）

◇
誌
上
学
習
会
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
①

マ
ル
ク
ス
主
義
と
改
良
主
義
―
レ
ー
ニ
ン
と
改
良
主
義
批
判
―

「
中
道
路
線
」
に
未
来
は
な
い

理
論
と
実
践
の
結
節
点

―
「
総
括
」
の
弁
証
法
的
意
義
―

現
代
情
勢
を
ど
う
と
ら
え
る
か

―
『
七
八
国
民
春
闘
白
書
』
の
問
題
点
①
―

投
稿
九
月
大
会
の
反
省
を
も
と
に
討
論
を
組
織

№
９
（
一
九
七
八
年
二
月
一
日
）

神
奈
川
で
「
代
議
員
権
」
問
題
は
ど
う
論
議
さ
れ
た
か

労
働
者
階
級
の
当
面
の
任
務
は
な
に
か

―
『
七
八
春
闘
白
書
』
の
問
題
点
②
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
②
◇

改
良
主
義
の
階
級
的
本
質

―
レ
ー
ニ
ン
と
改
良
主
義
批
判
②
―

◇
資
料
と
解
説
◇

組
織
防
衛
、
社
会
党
改
革
の
た
め
の
「
政
策
研
究
・
宣
伝
セ
ン
タ
―
」

の
設
置
に
つ
い
て
（
全
電
通
労
組
）

旬
刊
『
社
会
通
信
』
取
扱
い
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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）

№
１
０
（
一
九
七
八
年
二
月
一
一
日

七
八
春
闘
を
め
ぐ
る
経
済
情
勢

資
本
家
と
労
働
者
に
和
解
は
な
い

―
七
八
春
闘
を
勝
利
す
る
た
め
に
①
―

◇
投
稿
◇
「
八
百
板
新
党
」
に
基
盤
は
な
い

◇
誌
上
学
習
会
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
③

大
衆
闘
争
推
進
が
克
服
の
道

―
レ
ー
ニ
ン
と
改
良
主
義
批
判
③

「
不
偏
不
党

「
中
立
」
は
ウ
ソ

」

―
マ
ス
コ
ミ
を
切
る
①
―

№
１
１
（
一
九
七
八
年
二
月
二
一
日
）

労
働
運
動
に
お
け
る
二
つ
の
潮
流

自
信
を
も
っ
て
七
八
春
闘
を
た
た
か
お
う

―
七
七
春
闘
の
教
訓
を
七
八
春
闘
ヘ
―

冷
酷
な
強
盗
と
お
人
好
し
の
貧
乏
人

科
学
を
空
想
に
ひ
き
も
ど
す

田
英
夫
氏
の
「
新
し
い
」
社
会
主
義

◇
誌
上
学
習
会
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
④

マ
ル
ク
ス
主
義
は
た
た
か
い
の
中
で
発
展

―
レ
ー
ニ
ン
と
修
正
主
義
批
判
①
―

精
神
面
で
「
国
民
」
統
合
を
め
ざ
す

―
社
説
に
み
る
独
占
資
本
の
意
図
―

№
１
２
（
一
九
七
八
年
三
月
一
日
）

特
集
・
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
①

）

一

『
中
期
経
済
政
策
』
作
成
の
経
過
と
そ
の
問
題
点

、
二
、
分
権
化
＝
自
主
管
理
型
社
会
主
義
批
判

革
命
否
定
の
な
し
く
ず
し
接
近
論
／
悪
質
な
歪
曲
に
よ
る
「
社
会
主
義
の
転
換
」
／
資
本
主
義
下
で

も
労
働
力
商
品
を
廃
絶
で
き
る
？
／
不
可
欠
の
前
提
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
と
国
有
化
だ
／
分

権
的
計
画
化
は
社
会
主
義
と
は
無
縁
だ
／
民
主
集
中
制
は
地
方
分
権
と
矛
盾
し
な
い
。

◇
誌
上
学
習
会
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑤

議
会
制
度
と
国
家
権
力
に
つ
い
て
―
レ
ー
ニ
ン
と
修
正
主
義
批
判
②
―
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№
１
３
（
一
九
七
八
年
三
月
一
一
日
）

特
集
・
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
②

）

三
、
階
級
的
視
点
の
な
い
情
勢
分
析
―
世
界
経
済
の
現
状
認
識
の
方
法
に
つ
い
て

四
、
革
命
を
忘
れ
た
『
中
期
経
済
政
策
』
―
「
中
期
経
済
政
策
」
と
は
何
か
―

五

『
中
期
経
済
政
策
』
と
民
社
党
綱
領

、
◇
お
知
ら
せ
◇

№
１
４
（
一
九
七
八
年
三
月
二
一
日
）

合
理
化
と
労
働
者
―
七
八
春
闘
勝
利
の
た
め
に
②
―

「
百
万
党
」
の
中
核
は
だ
れ
か
―
社
会
党
七
八
年
度
運
動
方
針
を
読
ん
で
―

◇
誌
上
学
習
会
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑥

経
済
闘
争
と
政
治
闘
争
―
レ
ー
ニ
ン
と
修
正
主
義
批
判
③
―

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
の
検
討

）

―
民
社
党
、
社
会
民
主
連
合
の
綱
領
と
比
較
し
て
―

№
１
５
（
一
九
七
八
年
四
月
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
閣
へ
の
提
言
①
◇

反
失
業
闘
争
の
貧
困

「
代
議
員
権
」
問
題
再
論

ソ
連
に
イ
ン
フ
レ
が
あ
る
か
？
―
小
売
価
格
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑦
◇

ス
ト
ラ
イ
キ
は
「
戦
争
の
学
校
」
で
あ
る
―
レ
ー
ニ
ン
と
ス
ト
ラ
イ
キ
論
①
―

資
料
①
民
主
的
規
制
に
対
す
る
長
野
地
本
青
年
部
常
任
委
員
会
の
見
解

資
料
②
『
労
働
社
会
問
題
研
究
セ
ン
タ
―
』
対
策
に
つ
い
て
（
全
電
通
労
組
）

資
料
③
フ
ラ
ン
ス
の
総
選
挙
結
果
か
ら

№
１
６
（
一
九
七
八
年
四
月
一
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
へ
の
提
言
②
◇

去
る
も
地
獄
・
残
る
も
地
獄

明
瞭
と
な
っ
た
「
中
期
経
済
政
策

・

社
会
主
義
の
構
想
」
の
誤
り

」
「

―
第
四
二
回
社
会
党
大
会
を
傍
聴
し
て
―

社
会
党
の
路
線
に
忠
実
な
の
は
だ
れ
か
？

―
社
会
党
福
島
県
本
問
題
に
つ
い
て
―

「
青
少
年
対
策
」
方
針
に
は
付
帯
条
件

―
組
織
・
財
政
・
機
関
紙
小
委
員
会
傍
聴
記
―

「
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
）
批
判
」
の
批
判
に
答
う
①
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№
１
７
（
一
九
七
八
年
四
月
二
一
日
）

◇
七
八
春
闘
へ
の
提
言
③
◇

幹
部
闘
争
か
ら
大
衆
闘
争
へ
①

支
離
滅
裂
な
『
反
批
判
』
者
た
ち
の
批
判

―
「
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
）
批
判
」
に
答
う

理
屈
を
考
え
る
の
も
重
要
だ
が
ま
ず
た
た
か
い
を

―
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
実
態
①
―

◇
投
稿
◇
社
会
党
大
会
を
傍
聴
し
て

資
料
①
サ
ン
ケ
イ
新
聞
と
向
坂
逸
郎
氏
と
の
談
話

資
料
②
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
）
に
つ
い
て
参
議
員
安
恒
良
一

◇
誌
上
学
習
会
◇

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑧

経
済
的
ス
ト
ラ
イ
キ
と
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て

―
レ
ー
ニ
ン
と
ス
ト
ラ
イ
キ
論
②
―

）

№
１
８
（
一
九
七
八
年
五
月
一
日

七
八
国
民
春
閣
へ
の
提
言
④

幹
部
闘
争
か
ら
大
衆
闘
争
へ
②

国
労
「
民
主
的
規
制
」
ヘ
の
疑
問
①

投
稿
京
都
知
事
選
の
敗
北
は
左
派
へ
の
警
鐘

情
勢
に
つ
い
て
無
理
解
な
の
は
だ
れ
か

―
「
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
）
批
判
」
の
批
判
に
答
う
③

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑨
◇

大
事
な
の
は
階
級
的
自
覚
を
高
め
る
こ
と

―
レ
ー
ニ
ン
と
ス
ト
ラ
イ
キ
論
③
―

（
増
刊
号
）
社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
）
批
判
』
発
行
の
お
し
ら
せ

◇

№
１
９
（
一
九
七
八
年
五
月
一
一
日
）

◇
七
八
国
民
闘
争
へ
の
提
言
⑤
◇

幹
部
闘
争
か
ら
大
衆
闘
争
へ
③

国
鉄
合
理
化
は
「
変
質
」
し
た
？
―
国
労
「
民
主
的
規
制
」
へ
の
疑
問
②

自
信
を
も
っ
て
た
た
か
い
を
進
め
よ
う
―
中
小
企
業
の
労
働
者
の
実
態
②
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑩
◇

内
容
豊
か
な
『
帝
国
主
義
と
社
会
主
義
の
分
裂
』
―
レ
ー
ニ
ン
と
労
働
運
動
論
①

労
働
運
動
強
化
の
ポ
イ
ン
ト

増
刊
号
発
行
の
お
知
ら
せ

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

予
定
価
格
四
○
○
円
、
五
月
中
句
発
行



- 5 -

№
２
０
（
一
九
七
八
年
五
月
二
一
日
）

全
世
界
に
と
ど
ろ
き
わ
た
る
声
！

―
『
共
産
党
宣
言
』
発
刊
一
三
○
年
に
寄
せ
て
―

◇
七
八
国
民
春
闘
へ
の
提
言
⑥
◇

戦
術
的
対
応
の
克
服
を
！

反
合
理
化
闘
争
の
と
ら
え
方
に
混
乱

―
国
労
「
民
主
的
規
制
」
へ
の
疑
問
③

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑪
◇

帝
国
主
義
の
時
代
と
労
働
運
動
―
レ
ー
ニ
ン
と
労
働
運
動
論
②
―

資
料
①
国
民
春
闘
共
闘
会
議
お
よ
び
公
労
協
に
よ
る
声
明

資
料
②
全
逓
中
央
闘
争
委
員
会
声
明

資
料
③
七
八
賃
闘
収
拾
と
総
括
の
視
点
（
全
電
通
）

資
料
④
春
季
賃
金
交
渉
現
時
点
で
の
感
想
（
日
経
連
）

◇
増
刊
号
発
行
の
お
し
ら
せ
◇

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
ご
批
判
の
決
定
版
！

予
定
価
格
四
○
○
円
、
五
月
中
句
発
行

№
２
１
（
一
九
七
八
年
六
月
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
へ
の
提
言
⑦
◇

ス
ト
回
避
か
ら
学
ぶ
も
の
七
八
国
民
春
闘
と
日
経
連

「
交
流
」
の
意
義
に
つ
い
て

「
窮
乏
化
法
則
」
は
克
服
で
き
る
？
―
国
労
「
民
主
的
規
制
」
へ
の
疑
問
④
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑫
◇

帝
国
主
義
の
時
代
と
労
働
貴
族
―
レ
ー
ニ
ン
と
労
働
運
動
論
③
―

◇
増
刊
号
の
お
知
ら
せ
◇
『
社
会
党
中
期
経
済
政
策

（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！
予
定
価
格
四
○
○
円
五
月
下
句
発
行

）

№
２
２
（
一
九
七
八
年
六
月
一
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
へ
の
提
言
⑧
◇

い
の
ち
と
権
利
の
た
た
か
い

た
た
か
い
を
ふ
ま
え
た
具
体
的
な
総
括
を
！

―
七
八
春
闘
総
括
の
一
視
点
―

全
逓
の
ス
ト
「
回
避
」
と
こ
れ
か
ら
の
課
題

―
企
一
、
二
号
の
実
践
で
職
場
か
ら
の
反
撃
を
！
資
料
①

中
央
執
行
委
員
会
と
し
て
の
総
括
的
態
度
と
決
意
表
明
（
全
逓
）

◇
増
刊
号
発
行
の
お
し
ら
せ
◇

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

予
定
価
格
四
○
○
円
、
五
月
下
句
発
行
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№
２
３
（
一
九
七
八
年
六
月
二
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
へ
の
提
言
⑨
◇

内
部
の
カ
ベ
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い

七
八
春
闘
に
み
る
階
級
闘
争
激
化
の
情
勢

学
習
が
労
働
者
の
自
覚
を
高
く
す
る
―
京
成
労
組
に
お
け
る
七
八
春
闘
の
教
訓
―

◇
投
稿
◇
福
島
県
本
問
題
そ
の
後

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑬
◇

マ
ル
ク
ス
主
義
の
戦
術
の
核
心

―
レ
ー
ニ
ン
と
労
働
運
勤
論
④
―

資
料
①
国
労
長
野
地
本
社
会
党
員
協
議
会

全
国
大
会
代
議
員
選
挙
に
あ
た
っ
て

資
料
②
全
逓
京
都
社
会
党
員
協
議
会

ス
ト
回
避
に
関
す
る
私
た
ち
の
見
解
①

№
２
４
（
一
九
七
八
年
七
月
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
へ
の
提
言
⑩
◇

日
常
闘
争
で
組
織
づ
く
り
を
（
結
語
）
全
逓
第
三
一
回
大
会
の
課
題

全
電
通
労
組
の
「
提
起
」
を
め
ぐ
っ
て
―
日
経
連
だ
け
が
熱
い
ま
な
ざ
し
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑭
◇

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
学
説
の
歴
史
的
運
命
一

―
レ
ー
ニ
ン
と
マ
ル
ク
ス
①
―

資
料
全
逓
京
都
党
員
協
議
会

ス
ト
回
避
に
関
す
る
私
た
ち
の
見
解
②

◇
増
刊
号
発
行
の
お
知
ら
せ
◇

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

定
価
四
○
○
円
、
好
評
発
売
中

№
２
５
（
一
九
七
八
年
七
月
一
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
総
括
へ
の
提
言
①
◇

破
綻
し
た
の
は
Ｊ
Ｃ
路
線

古
典
を
学
ぶ
意
義
―
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
に
―

注
目
を
集
め
る
全
電
通
三
一
回
大
会
―
大
会
の
焦
点
は
何
か
―

一
九
七
四
年
と
一
九
七
八
年

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑮
◇

「
共
産
党
宣
言
」
が
確
立
へ
の
第
一
歩

―
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
②
―

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）
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№
２
６
（
一
九
七
八
年
七
月
二
一
日
）

◇
七
八
国
民
春
闘
総
括
へ
の
提
言
②
◇

幹
部
闘
争
か
ら
大
衆
闘
争
ヘ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
の
歴
史
的
性
格
―
資
本
主
義
社
会
と
技
術
革
新
―

原
水
禁
国
民
会
議
の
当
面
す
る
問
題

投
稿
反
合
理
化
闘
争
は
非
妥
協
の
た
た
か
い
か
？
―
三
池
労
組
の
た
た
か
い
を
考
え
る
―

私
鉄
総
連
第
五
回
中
央
委
員
会
か
ら

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑯
◇

マ
ル
ク
ス
の
学
説
は
た
た
か
い
と
ら
れ
て
き
た
一
―
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
③

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

№
２
７
（
一
九
七
八
年
八
月
一
日
）

社
会
党
の
基
本
路
線
、
組
織
原
則
の
否
定
―
『
百
方
党
建
設
の
基
本
構
想
』
の
意
味
す
る
も
の
―

資
料
①
百
万
党
建
設
へ
の
提
言
（
佐
々
木
幸
一
郎
）

資
料
②
社
会
党
強
化
の
た
め
の
提
言
（
総
評
党
員
協
）

「
反
白
民
・
反
独
占
」
統
一
戦
線
の
根
拠
―
総
評
七
八
年
度
運
動
方
針
を
読
ん
で
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑰
◇

歴
史
は
弁
証
法
的
に
発
展
す
る
―
レ
ー
ニ
ン
と
マ
ル
ク
ス
④
―

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
）
批
判
の
決
定
版
！

№
２
８
（
一
九
七
八
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
職
場
闘
争
（
団
結
・
抵
抗
・
統
一

「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
』
と
社
会
党

あ
ぶ
な
い
〝
百
万
党
建
設
〟
―
社
会
党
再
生
へ
の
道
は
な
に
か
―

◇
資
料
と
解
説
口

岩
井
章
氏
が
「
労
働
運
動
統
一
懇
談
会
」
運
動
を
提
唱

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑱
◇

―
日
本
革
命
と
社
会
党
―
党
風
確
立
の
た
め
に
①
―

資
料
①
全
逓
第
三
一
回
大
会
で
の
石
井
委
員
長
決
意
表
明

資
料
②
全
逓
第
三
一
回
大
会
〝
大
会
宣
言
〟

編
集
部
か
ら
の
お
ね
が
い

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
〇
〇
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
ご
批
判
の
決
定
版
！
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№
２
９
（
一
九
七
八
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
地
域
共
闘
を
お
し
す
す
め
よ
う

集
団
入
党
は
社
会
党
に
何
を
も
た
ら
す
か
―
全
電
通
労
組
の
「
社
会
党
支
持
委
員
会
」
の
実
際
―

◇
資
料
と
解
説
◇

全
電
通
、
電
機
労
連
の
社
会
党

「
選
別
支
持
」
を
め
ぐ
っ
て

「
反
独
占
」
を
鮮
明
に
し
た
総
評
大
会

―
総
評
大
会
を
傍
聴
し
て
―

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑳
◇

革
命
理
論
の
学
習
が
大
事
だ

―
日
本
革
命
と
社
会
党
②
―

読
書
紹
介

向
坂
逸
郎
著
『
資
本
主
義
に
お
け
る
失
業
の
不
可
避
性
』

◇
号
外
（
百
万
党
「
構
想
」
批
判
）

発
行
の
お
し
ら
せ
◇

増
刊
号
好
評
発
売
中
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

№
３
０
（
一
九
七
八
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
反
独
占
」
路
線
に
む
け
て

◇
活
動
家
座
談
会
①
組
合
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て

右
傾
化
の
流
れ
を
お
し
も
ど
し
た
全
逓
大
会

「
指
令
二
七
号
」
と
全
逓
労
働
運
動
／
基
本
路
線
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
論
議
／
本
部
は
「
基
本
路
線

の
逸
脱
で
は
な
い
」
と
い
う
が
／
原
案
が
削
除
・
修
正
さ
れ
た
実
損
回
復
問
題
／
団
交
権
を
確
立
す

べ
し
／
―
歩
前
進
し
た
反
合
理
化
闘
争
へ
の
と
り
く
み
／
四
・
三
時
短
は
に
せ
時
短
だ
／
公
明
党
と

の
「
友
好
」
が
意
味
す
る
も
の
／
省
の
右
傾
化
攻
撃
を
お
も
ど
す

本
部
と
職
場
の
接
近
が
は
じ
ま
っ
た
国
労
大
会

焦
点
は
反
合
理
件
闘
争
の
理
論
と
実
践
／
新
し
い
提
起
／
広
が
る
地
域
闘
争
・
相
違
点
も
鮮
明
に
／

職
場
の
声
に
本
部
、
一
歩
歩
み
寄
る
／
国
鉄
当
局
と
の
対
立
が
不
鮮
明
／
懸
念
さ
れ
る
先
進
職
場
の

孤
立
化
／
本
部
と
職
場
の
接
近
が
始
ま
る

号
外
（
百
万
党
『
構
想
』
批
判
）
発
行
の
お
し
ら
せ

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案
ご
批
判
の
決
定
版
！
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№
３
１
（
一
九
七
八
年
九
月
一
一
日
）

有
事
立
法
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
ヘ
の
道

◇
活
動
家
座
談
会
②
組
合
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
◇

「
春
闘
見
直
し
」
を
提
起
し
た
全
電
通
大
会

職
場
の
声
を
反
映
し
た
総
評
大
会

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
⑳

百
万
党
「
構
想
」
と
社
会
党
―
日
本
革
命
と
社
会
党
③
―

◇
読
書
紹
介
◇

「
理
論
と
実
践
」
第
二
号
、
国
鉄
中
央
反
合
研
が
発
行

「
社
会
党
『
百
万
党
構
想
』
批
判

（
号
外
）
の
紹
介

」

編
集
部
か
ら
の
お
ね
が
い

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

№
３
２
（
一
九
七
八
年
九
月
二
一
日
）

◇
活
動
家
座
談
会
◇

階
級
的
労
働
運
動
の
発
展
に
む
け
て
―
組
合
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
③

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
の
力
―
第
十
一
回
世
界
青
年
学
生
発
展
報
告
①
―

◇
資
料
と
解
説
◇
「
百
万
党
」
建
設
を
め
ぐ
っ
て

資
料
①
「
百
万
党
の
基
本
構
想
」
に
対
す
る
提
言
」
大
塚
俊
推

資
料
②
百
万
党
建
設
委
員
会
検
討
メ
モ
（
そ
の
３
）

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判

№
３
３
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
一
日
）

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く
◇

「
労
働
運
動
統
一
懇
談
会
」
運
動
の
め
ざ
す
も
の

ふ
き
す
さ
ぶ
「
合
理
化
」
の
嵐
―
鉄
・
電
機
に
み
る
「
合
理
化
」
の
実
態
―

キ
ュ
ー
バ
の
社
会
主
義
―
第
十
一
回
世
界
青
年
学
生
祭
典
報
告
②
―

◇
投
稿
◇
百
万
党
『
構
想
』
を
考
え
る

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
二
）
日
本
社
会
党
の
性
格
と
任
務

―
日
本
革
命
と
社
会
党
④
―

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判
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№
３
４
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
一
一
日
）

『
中
期
経
済
政
策
』
と
『
百
万
の
党
』
で
議
論

―
社
会
党
第
五
五
回
中
央
委
員
会
か
ら
―

資
料
①
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

資
料
②
第
五
五
回
中
央
委
員
会
で
の
飛
鳥
田
委
員
長
集
約

労
働
戦
線
統
一
論
に
つ
い
て

資
料
①
鉄
鋼
労
連
運
動
方
針
に
み
る
戦
線
統
一
論

資
料
②
ゼ
ン
セ
ン
何
盟
運
動
方
針
に
み
る
戦
線
統
一
論

資
料
③
『
社
会
労
働
評
論
』
一
○
月
号
に
み
る
戦
線
統
一
論

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
三
）

社
会
党
は
日
本
の
産
業
構
造
と
か
け
は
な
れ
て
い
る
？

―
日
本
革
命
と
社
会
党
⑤
―

読
書
紹
介
◇
『
こ
の
社
会
と
闘
う
組
織
づ
く
り
』

反
合
理
化
四
単
産
交
流
報
告

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判

№
３
５
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
と
ん
で
も
な
い
歴
史
の
偽
造

根
拠
の
な
い
「
敵
対
予
盾
」

―
本
当
の
敵
を
見
失
っ
て
い
る
の
は
だ
れ
か
―

資
料
地
方
選
挙
に
対
し
、
組
織
推
薦
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
態
度
表
明

◇
資
料
と
解
説
◇

鉄
鋼
労
連
傘
下
組
合
の
役
員
選
挙

資
料
①
新
日
鉄
八
幡
労
組
の
役
員
選
挙
結
果

資
料
②
労
働
組
合
主
義
と
は
何
か

（
住
金
、
和
歌
山
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
）

日
経
連
の
階
級
的
本
能

イ
ラ
ン
情
勢
を
め
ぐ
っ
て

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
四
）
◇

正
し
い
綱
領
、
正
し
い
機
構

―
日
本
革
命
と
社
会
党
⑥
―

編
集
部
か
ら

◇
号
外
、
ご
購
読
の
お
ね
が
い
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№
３
６
（
一
九
七
八
年
一
一
月
一
日
）

創
刊
一
周
年
に
あ
た
っ
て

◇
巻
頭
言
◇
中
国
は
だ
れ
を
利
し
て
い
る
か

◇
投
稿
◇
階
級
闘
争
路
線
の
正
し
さ
を
確
認

―
社
青
同
第
一
六
回
大
会
報
告
―

辛
苦
の
た
た
か
い
が
労
働
者
を
き
た
え
る

―
業
務
規
制
闘
争
（
全
逓
）
を
た
た
か
っ
て
―

ク
ビ
切
り
を
誇
示
す
る
日
経
連

ピ
ノ
チ
ェ
ト
軍
事
独
裁
政
府
を
支
援
す
る
中
国

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
四
）

平
和
革
命
も
「
革
命
」
で
あ
る

―
日
本
革
命
と
社
会
党
（
七
）
―

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判

№
３
７
（
一
九
七
八
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
の
ん
き
な
▲
▲
さ
ん
」

有
事
立
法
―
そ
の
問
題
点
と
た
た
か
い
の
方
向

◇
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
は
何
か
（
二
五
）

党
内
民
主
主
義
は
社
会
党
の
生
命

―
日
本
革
命
と
社
会
党
（
八
）
―

「
春
闘
見
直
し
」
を
進
め
る
全
電
通
労
組

資
料
全
電
通
の
賃
金
闘
争
の
見
直
し
論

◇
資
料
と
解
説
◇

総
評
・
労
働
戦
線
統
一
に
対
す
る

当
面
の
態
度
に
つ
い
て

資
料
総
評
・
労
働
戦
線
統
一
に
対
す
る

当
面
の
態
度
（
要
旨
）

東
京
と
北
京
―
危
険
な
接
近

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判
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№
３
８
（
一
九
七
八
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

朝
鮮
統
一
の
世
界
会
議
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

特
集
・
階
級
的
労
働
運
動
構
築
へ
の

労
働
者
階
級
の
任
務

一
、
労
働
者
階
級
の
任
務
は
何
か

―
特
集
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
―

二
、
現
情
勢
の
特
徴
と
労
働
者
階
級
の
任
務

す
す
む
労
働
者
階
級
の
「
窮
乏
化
」
／
不
況
・
赤
字
を
口
実
に
首
切
り
「
合
理
化
」
を
強
行

〝
諸
悪
の
根
源
〟
は
独
占
資
本
／
儲
け
に
儲
け
て
い
る
独
占
資
本
／
独
占
資
本
家
は
語
る
／
〝
も
う

け
に
ゃ
損
々
、
あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
〟
／
軍
事
費

「
公
共
」
投
資
の
拡
大
に
狂
奔
／
不
況

、

・
赤
字
攻
撃
と
労
働
者
階
級
の
任
務

三

「
政
策
」
と
階
級
闘
争

、
政
策
で
資
本
主
義
の
矛
盾
が
「
解
決
」
で
き
る
か
？
／
徐
々
に
勝
ち
つ
づ
け
な
け
れ
ば
社
会
主
義
は

こ
な
い
？
／
国
労
の
民
主
的
現
制
の
誤
り
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
／
問
題
は
不
況
攻
撃
を
は
ね
返
す
思

想
の
確
立
だ
／
「
生
命
と
権
利
」
の
視
点
の
確
立
を

中
国
の
真
意

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判

№
３
９
（
一
九
七
八
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
沖
電
気
首
切
り
反
対
闘
争
を
支
援
し
よ
う
！

◇
特
集
・
階
級
的
労
働
運
動
構
築
へ
の
労
働
者
階
級
の
任
務
②
◇

四

「
連
合
時
代
の
労
働
運
動
」
論
批
判

、
勝
利
し
た
波
止
浜
分
会
の
な
か
ま
た
ち

―
全
造
船
・
波
止
浜
分
会
の
た
た
か
い
に
学
ぶ
①

ア
ル
ミ
再
編
合
理
化
の
本
質
は
何
か

―
昭
電
千
葉
解
雇
事
件
に
ま
な
ぶ
も
の
―

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判
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№
４
０
（
一
九
七
八
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
動
勢
力
を
利
す
る
「
北
方
領
土
」
四
島
返
還
論

経
営
参
加
と
中
期
経
済
政
策
第
二
部
草
案

「
参
加
」
路
線
が
第
一
部
（
総
論
）
に
も
導
入

―
社
会
党
の
中
期
経
済
政
策
（
案
）
―

◇
階
級
的
労
働
運
動
構
築
へ
の

労
働
者
階
級
の
任
務
③
◇

五
、
不
況
・
赤
字
攻
撃
に
抗
し
て

六
、
賃
金
要
求
と
賃
金
闘
争
に
つ
い
て

―
そ
の
組
織
化
の
一
総
括
―

◇
投
稿
◇
第
一
五
回
護
憲
大
会
に
出
席
し
て
①

◇
号
外
・
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
「
百
万
党
建
設
の
基
本
構
想
」
批
判

№
４
１
（
一
九
七
八
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
中
期
経
済
政
策
」
と
社
会
党

社
会
主
義
革
命
を
回
避
す
る
た
め
の
路
線

―
「
中
期
経
済
政
策
」
の
意
味
す
る
も
の
―

◇
階
級
的
労
働
運
動
へ
の
労
働
者
階
級
の
任
務
④
◇

七
、
反
合
理
化
闘
争
の
課
題

―
資
本
主
義
と
た
た
か
う
決
意
と
構
え
を
―

大
平
体
制
へ
の
基
本
的
対
応

◇
投
稿
◇
社
会
党
福
島
県
本
の
最
近
の
動
向

「
日
本
型
共
同
決
定
法
」
構
想
の
基
本
的
誤
り

◇
増
刊
号
好
評
発
売
中
◇
定
価
四
○
○
円

社
会
党
『
中
期
経
済
政
策
（
第
一
次
試
案

』
批
判
の
決
定
版
！

）


